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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、地域研究、国際経済学、経済地理学、およびマクロ経済学のアプ
ローチから、日本、アセアン、インドの中国経済台頭への対応および日本経済への影響を解明することである。
現地調査に基づいた研究とデータベースを用いた実証分析を行った。
　"Changing Dynamics of the Great-Sphere of Asian Economy:Industry and Development"というテーマの下
で、 2018年度、2019年度と2回におよぶ国際会議を行った。プロシーディングスは法政大学比較経済研究所のワ
ーキングペーパー（No.211, No.216)として公開した。

研究成果の概要（英文）：　The aim of this study is to clarify the responses of Japan, ASEAN and 
India to rising Chinese economy and its influences on Japanese economy in terms of regional study, 
international economics, spacial economics, economic geography,and macro-economics. We conducted 
researches based on field studies and empirical analysis using data base.      
  We organised international conferences two times in fiscal 2018 and 2019 under the title of "
Changing Dynamics of the Great-Sphere of Asian Economy: Industry and Development". Proceedings of 
these conferences are published as Working Papers (No.211, and No. 216) of the Institute of 
Comparative Economic Studies of Hosei University,       

研究分野： インド経済論、開発経済学

キーワード： 中国とインド　国際価値連鎖　企業の国際競争力

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の学術的意義は、中国との比較において、(1)モディ政権下でのインド経済の成長の軌跡を明らかに
し、雇用なき成長、国際価値連鎖への参入の低さという特徴を明らかにしたこと、(2)インドのいくつかの産業
（タイヤ、自転車、トラクター、養殖エビ、研磨ダイヤモンド）に焦点をあてて、その成長と特徴を分析したこ
と、(3)中国のグローバル経済への参入が日本企業に与える影響を分析したこと、(4)ベトナムの二輪車部品産業
部門に進出した小規模な中国企業の生産の特徴を明らかにしたこと、等にある。
　また社会的意義は、アジア経済圏における中国のプレゼンスの大きさを再認識させたことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
(1) 「一帯一路」構想推進の下で、中国によるアジア経済圏再構築の動きが明確になってきた。

またこの動きの一環として中国主導の下でアジアインフラ投資銀行が設立され、アジア各国
はこうした中国の動きに対応を余儀なくされている。また日本が主導権を握って推進してき
た、RCEP（東アジア地域包括的経済連携）の締結に向けての動きも活発化していた。日本、
アセアン諸国、そしてインドをはじめとする南アジア諸国は、それぞれの立場から中国経済
の台頭に様々な対応をしてきた。これが本研究開始当初の背景の一つである。 
 

(2) もう一つの背景は、経済のグロ－バル化の深化である。とくにアジア諸国は、グローバルバ
リューチェーン(GVC)に深く関与する形で成長を実現してきた。中国経済台頭によって、ア
ジア各国の産業の GVC への関与がどのように変化あるいは成長しているのか、具体的な分
析が必要とされていた。 

 
２． 研究の目的 

 
(1) 本研究の目的は、地域研究、国際経済学、経済地理学、およびマクロ経済学のアプローチあ

るいは手法を用い、中国経済台頭に対する日本を含むアジア諸国の対応を調査することであ
る。 

 
(2) とくに中国と並んで 21 世紀のアジア経済の動向を左右するとみなされているインドの対応  

を、政府レベルおよび産業レベルで検討することに重点を置いた研究を遂行することを目的  
とした。 

 
３． 研究の方法 

 
(1)既存研究やデータの整理を行う。 
 
(2)現地調査に基づいた調査を遂行する、およびデータベースを利用した実証研究を進める、の

双方をおこなう。地域研究者とエコノミストの双方のアプローチを重ね合わせることによっ
て、より重層的な分析が可能になるとの考えである。 

 
４．研究成果 
 
(1) 絵所秀紀は、モディノミクスの成長戦略について、経済成長率やインフレ率などのマクロ経

済指標は満足のいく結果を示しているが、インドの製造業の成長という目標が達成されたこ
とを示す十分な証拠は見当たらないことから、「雇用なき成長」が持続していることを明ら
かにした。そして十分な雇用機会を創出するためには、グローバル・バリューチェーン(GVC)
に参加する形での輸出志向工業化戦略を採用すべきであると提言している。この研究との関
連で絵所は、インドの大メコン経済圏へのコミットメントがきわめて弱く、その要因の一つ
が、中国とは対照的に、アジア経済圏に成立している地域価値連鎖へのインド企業のコミッ
トメントがほとんど見られないことを明らかにした。 

 
(2) また絵所秀紀は、インドとアセアンの現地調査に基づいて、GVC の観点から中国との比較

を念頭において、素材型産業からタイヤ産業、組立型産業から自転車産業とトラクター産業、
そして輸出向けの加工貿易型産業から養殖エビ産業と研磨ダイヤモンド産業の合計５つの
産業を選び、これらインドにおける諸産業の成長の軌跡と特徴を明らかにした。①インドの
タイヤ産業は 1990 年の経済自由化以降、輸入品を含めた激しい競争が展開されているが、
現在までのところ、外資系企業を抑えてインド地場企業が大半の市場シェアを占めている。
その主要原因として、インドではトラック・バス向けタイヤ部門に大規模な外資系企業の進
出がみられないこと、そして当該部門ではバイヤス・タイヤが支配的であることを指摘した。
②インドの自転車産業は中国でみられたような革新が見られなかった。その原因として
GVC に参加することなく、依然として閉鎖的な環境下で延命している点を指摘した。③イ
ンドのトラクター生産は世界第１位であるが、その原因を輸入代替を成功裡に成し遂げ輸出
競争力を強化してきた経過として描き出した。④養殖エビ産業はアジア諸国を中心に主要な
外貨獲得産業として発展してきたが、インドも例外ではなく、2000 年以降バナメイエビ養
殖を中心に急速に成長している。GVC に参加することによって順調な成長を遂げた産業と
して描き出した。⑤研磨ダイヤモンド産業は、インドにとって最重要な外貨獲得産業である。
競争力の源泉は当初は低賃金労働者を利用した小粒ダイヤモンドの研磨であったが、その後



GVC に参加することによって順調にアップグレードを達成し、世界最大の生産地にまで上
り詰めたプロセスを描き出した。 

 
(3) 胥鵬は、中国の鉄鋼産業の過剰生産能力が指摘されてきた点に着目して、倒産再生の適用を

申請した香港株式市場と上海株式市場に上場している国営鉄鋼会社を事例に、過剰生産能力
の対策として整備された倒産清算と倒産再生のプラットフォーム及び米国の著名企業再生
ファンドを含む投資ファンドの役割を明らかにした。ついで、1990 年以降の日本企業のダ
ウンサイジングと退出の背後にある中国企業のグローバル経済への参入による国際競争激
化の様相を分析し、中国経済への教訓を提示した。 

 
(4) ついで胥鵬は、中国研究者との共同研究において、2004 年の中国投資承認制度改革の準自

然実験をベースに、承認制度改革がゾンビ企業のクリアランスに与える影響とそのメカニズ
ムを、二重差分法を用いて実証的に検証した。この結果は、ゾンビ企業の自己生成能力を大
幅に向上させたことに起因する。ただし、私営企業や競争企業とは異なり、国有企業や独占
産業の特殊性が改革の効果を弱めていると指摘している。 

 
(5) 藤田麻衣は、現地調査に基づいて、ベトナムの国内市場向け生産を目指して進出した中国の

小規模な二輪車部品企業がどのような特徴を備えているかを分析した。そして共通部品の中
国サプライヤーは、既存の組立企業から独立して「自律的国際化」を進めていることを明ら
かにした。この研究は、第 30 回 SASE 年次総会でも報告された。さらに、中国市場の変化
とイノベーションについての共著論文が European Journal of Development Research に掲載
された。ついで藤田は、ベトナムの二輪車部品産業における台湾とベトナムのサプライヤー
が OEM サプライヤーであり続ける中で、他産業へと多様化している様子を描きだした。 

 
(6) 近藤章夫は、急速にグローバル化が進展する状況下での都市間競争の激化と、それにともな

う都市経済の構造的変化および都市再開発への影響について東京を事例にとりあげ、歴史的
かつ地理学的に考察した。また日本企業の国際競争力の源泉を探る目的で、松下電器を事例
にとりあげ、高度成長期から 1990 年代までのわが国の電機・電子産業におけるサプライヤ
ー・システムの形成と変容の内実を明らかにした。 

 
(7) 武智一貴は、国際貿易の基本推定モデルである重力モデルを用いて推定を行い、伝統的に重

要とされてきた市場間の距離が地域間取引の疎外要因になっていることを確認した。ついで、
貿易コストの要因を分析するために国内輸送の主要手段である道路輸送に焦点をあて、日本
の道路事故データを用いて、道路輸送にかかわる貿易コストの要因として、渋滞および事故
原因の種類を明らかにした。さらに武智は、2001 年にわが国が課したセーフガード政策が、
輸入財および国内生産財に及ぼす影響を検討し、一時的な輸入制限措置は輸入財の生産者と
消費者の双方にとって有害であり、また国内市場向け生産者にとっても有益ではないことを
明らかにした。 

 
(8) 森田裕史は、マルコフ転換ベクトル自己回帰モデルを用いて、日本の財政政策の構造変化点

と各レジームにおける財政乗数の大きさを検証した。今後、中国・インドなどの分析に応用
することを模索している。 

 
(9) 田村晶子は共同研究において、日本の製造業企業の投資戦略が防衛型か探索型かを調べた。

中長期計画の設定や投資タイミングの認識、事前と事後の採算性のチェックなどの伝統的な
投資マネジメントが、防衛型傾向が強い企業では業績にプラスの影響を与える一方、探索型
傾向が強い企業ではマイナスの影響を与えることを明らかにした。 
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